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　　環境活動レポート

　　（2022年4月1日～2023年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイリーフーズ株式会社

長野工場・鹿島工場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行日　2023年6月5日



　　　1．企業概要

　①　事業者名及び代表者名

　　　　　デイリーフーズ株式会社

　　　　　代表取締役社長　　半間　修一

　②　所在地

　　　　　本社・長野工場　　〒389-0696　長野県埴科郡坂城町上平1434

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　0268-82-3671（代表）

　　　　　鹿島工場　　　　　　〒311-2205　茨城県鹿嶋市津賀848

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　0299-69-3381（代表）

　③　環境管理責任者

　　　　　生産管理総括執行役員部長　  清水　義明

　　　　担当者

　　　　   環境保全課　　　　鎌林　健一郎

　④　本社・長野工場事業内容

　　　　　各種果実の加工品の製造販売

　　　　　和洋菓子、パン、冷菓の各種原料及び清涼飲料の製造販売

栄養補助食品及び化粧品の製造販売

          

　　　　鹿島工場事業内容

　　　　　各種果実の加工品の製造販売

　⑤　売上高

　　　従業員数

　　　　　178名　（2023年3月31日現在・長野工場・鹿島工場）

　　　敷地面積
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　　　　7,988百万円　　（2023年3月31日現在）

　　　　　長野工場延べ床面積　　　11,616㎡

　　　　　鹿島工場延べ床面積　　　1024.7㎡



2, デイリーフーズ(株）本社長野工場・鹿島工場　ＥＡ２１実施体制
2022・07・01組織変更
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　　　環境委員会の運用
　　　各部署活動の補助
　　　法令他の管理

活動全体の監査と助言

活動全体の評価と見直し 取組み状況の確認　

　　　　各部署代表者による運営

 環境方針の承認 環境目標の策定

社長 EA21事務局

内部環境監査責任者

長野環境委員会

各プラント

管理部

商品部

資材部

環境保全課

商品開発技術研究所

製造部部長

鹿島工場
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                                                         　　　＜基本方針＞

　　　3、環境経営方針

                               　　　 　≪　デイリーフーズ株式会社　「環境経営方針」　≫

                                                        　　　＜基本理念＞

　　　　デイリーフーズ（株）長野・鹿島工場では、「安全と美味しさ」をモットーに「健康・創造・自助・奉仕」の

　　　　経営理念のもと、果実を多様に加工したフルーツプレパレーション等を製造しています。

　　　　事業を行うにあたり、企業の社会的責任として、地域社会のみならず　地球環境全般の保全に

　　　　配慮した事業活動を実現することを誓い、以下の方針を制定し積極的な活動を推進します。

                              ３）    水資源の保全のために、工場の用・排水量を抑制します。

      １.    工場の事業活動における環境影響を的確に捉え、環境目標を定めて定期的に見直し、環境経営

            システムの継続的改善に努めます。

      ２.  　工場の事業活動に関係する環境関連法規・規制及びその他の要求事項を確実に順守し、自主

        　  基準を設け、汚染の予防に努めます。

      3.    工場の事業活動に関係する環境側面のうち、以下の項目を重点テーマと捉え、経済的・技術的に

　          可能な限り、改善に努めます。

                              １）    生産効率を改善し、エネルギーの削減とともに　不良品を削減します。

                              ２）    廃棄物の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を推進する事により

                                     産業廃棄物の排出量を抑制します。

                                                                               デイリーフーズ株式会社　代表取締役社長

半間　修一

                              ４）    地球環境保全に寄与する為、環境に配慮した商品設計に努めます。

                              ５）    安心・安全な商品の提供による、顧客満足度の向上に努めます。

　　　　　　　　              　 本方針は、外部からの要求に応じて公開いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　２０１７年　４月　１日

                                                                             　改訂　2021年　４月　１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年6月1日　代表者変更



2022年度 デイリーフーズ株式会社　「課題とチャンス」

　環境経営方針を策定するにあたり、我が社の内・外の課題とチャンスを整理し、
　ここに明示します。、活動の社会的責任を意識し、改善活動を通し、
　より良い企業への歩みを進める意識を高めて下さい。

① ・価格競争の激化 ① ・電気の大量使用
② ・従来製品の顧客離れ ② ・設備老朽化
③ ・気候変動による原材料の調達不良 ③ ・人材不足、教育不足

 及び生産への影響 ④ ・歩留まりが低い(食品廃棄物の増加）
④ ・原材料費・燃料費・人件費の上昇 ⑤ ・不良品が多い(食品廃棄物の増加）
⑤ ・安心安全な食品への顧客ニーズ ⑥ ・省エネのノウハウ不足

　の高まり（HACCPシステムの義務化） ⑦ ・経費率の増加
⑥ コロナによる影響 ⑧ ・工程の増加、商品の複雑化

⑨ ・ＦＳＳＣ・HACCPに則した製造の徹底
⑩ ・ハラスメントの潜在化

① ・新市場の開拓 ① ・省エネによる競争力向上(コスト削減）
② ・顧客ニーズに応える事で ② ・工程変更による不良率の削減

　信頼性向上 　　歩留まりの向上・能率の向上
　（品質管理システムの構築・運用） ③ ・社員の意識向上　上質な社員の育成

③ ・独自製品の開発 ④ ・意欲的な若手社員の育成
　(環境に配慮した原料調達・食品販売） ⑤ ・機械化による能率の向上

④ ・消費動向の変化への対応 ⑥ ・安全安心な商品による競争力の強化
⑦ ・〝全ては基本にあり〟という考え方を

　　基軸とした作業の継続
⑧ ・意思の疎通を重視した〝明るい職場〟

　の創造

環 境 経 営 方 針

１　工場の事業活動における環境影響を的確に捉え、環境目標を定めて定期的に見直し、
　　　環境経営システムの継続的改善に努めます。
２　工場の事業活動に関係する環境関連法規・規制及びその他の要求事項を確実に遵守し、
　　　自主基準を設け、汚染の予防に努めます。
３　工場の事業活動に関係する環境側面のうち、以下の項目を重点テーマと捉え、経済的
　　　・技術的に可能な限り、改善に努めます

１）生産効率を改善し、エネルギーの削減と共に不良品を削減します。
２）廃棄物の３Ｒ(リデュース・リユース・リサイクル）を推進する事により、産業廃棄物の
　　排出量を抑制します。
３）水資源の保全のたに、工場の用・排水量を抑制します。
４）地球環境保全に寄与するため、環境に配慮した商品設計に努めます。
５）安心・安全な商品の提供による、顧客満足度の向上に努めます。

制定　2018年　4月1日
改定　2022年　4月1日
代表者変更　2022年6月1日

デイリーフーズ株式会社　　代表取締役社長

5 半間　修一

(大分類）外部での課題 （大分類）内部での課題

（大分類）外部でのチャンス （大分類）内部でのチャンス



　　未達の場合は、その年度の結果値に対し0.5％削減を翌年の目標値として掲げます。　

　

単位 2018年度基準値 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

ＣＯ2排出量の削減 ｋｇ-ｃｏ2/ｔ 429 420 418 416

重油の削減 ℓ/ｔ 82.6 81.0 80.5 80.1

電力の削減 kwh/t 421.9 413.5 411.4 409.4

水使用の削減 ｔ/ｔ 12.87 13.39 13.32 13.26

産業廃棄物の削減 ｋｇ/t 34.9 34.20 34.0 33.9

動植物性残渣の削減 ｋｇ/ｔ 61.9 82.0 81.6 81.2

再生利用等実施率 ％ 95.0 95.0 95.0 95.0

下水道使用量の削減 ｔ/t 7.99 7.95 7.91

遵守 遵守 遵守 遵守

全体清掃 定期的な実施 定期的な実施 定期的な実施 定期的な実施
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　※令和4年度水使用量の削減目標値は　令和３年度実績13.46ｔ/ｔの99.5％を目標として設定（目標値：13.39ｔ/ｔ）

　※令和4年度下水道使用量目標値は　令和３年度実績8.03ｔ/ｔの99.5％を目標として設定（目標値：7.99ｔ/ｔ）

コンプライアンスの順守

  　　＊CO2排出量は、電気、重油、の排出量による

　　　　＊単位　/ｔ(生産量対比)とする

 　　　令和4年度（2022年度）は2022年4月1日～2023年3月31日とする   

　   　中部電力 2018年度調整後排出係数０．４５２(kg-co２/kwh)を使用　 　

  　4．環境経営目標

　２０２２年度～２０２４年度中長期目標

　　３０年を基準に、CO2排出量、重油、電気、水の使用量,産廃、動植物性残渣の排出量を

　　生産量対比で０．５％削減します。

　　再生利用実施率の９５％以上の運用を目指します

長野工場



環境経営目標については、2019年度を基準とし2020年度を活動

以後、99.5％にて活動を継続、2022年度長野工場と同時に中長期目標の見直しを行う。

　 2019年度

単位 2019年度基準値 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

ＣＯ2排出量の削減 ｋｇ-ｃｏ2/ｔ 555.36 547.1 544.3 541.6

重油の削減 ℓ/ｔ 87.23 86.4 85.9 85.5

電力の削減 kwh/t 715.26 704.6 701.0 697.5

水使用の削減 ｔ/ｔ 4.47 4.42 4.40 4.38

産業廃棄物の削減 ｋｇ/t 23.61 23.35 23.23 23.12

動植物性残渣の削減 ｋｇ/ｔ 19.10 18.8 18.7 18.6

再生利用等実施率 ％ 95.00 95.0 95.0 95.0

下水道使用量の削減 ｔ/t 3.12 3.06 3.04 3.03

遵守 遵守 遵守 遵守

全体清掃 定期的な実施 定期的な実施 定期的な実施 定期的な実施
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※市水使用量に関しては2021年度　結果4.44ｔ/ｔの99.5％を目標とする

コンプライアンスの順守

  　　＊CO2排出量は、電気、重油、の排出量による

　　　　＊単位　/ｔ(生産量対比)とする

 　　　令和4年度（2022年度）は2022年4月1日～202③年3月31日とする   

　　　　CDエナジーダイレクト２０１８年度調整後排出係数　0.43（㎏-co２/kwh)を使用

  　4．環境経営目標

　２０２２年度～２０２４年度年度中長期目標

鹿島工場



評価

A

Ｂ

Ｂ

A

A

A

A

Ｂ

　　食品リサイクルの実施　　（2022年度）

項目 単位　ｔ

　発生量 534.0

　発生抑制量 0 メタン発酵（委託）

　再生利用の実施量 534.0 飼料

　熱回収の実施量 0 肥料

　減量の実施量 0

　再生利用等以外の実施量 0 他社排水栄養助剤

　廃棄物としての処分の実施量 0 合計

　再生利用実施率  % 100.0%

　2022年４月１日～2023年３月３１日現在

長野・鹿島工場合算
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製
造
部

間
接
部
署

食
品
廃
棄
物

35.9

0

534.0

再生利用の実施量(t)

メンテナンス実施によるチョイ停の防止 メンテナンス計画表の作成と実施終了：次年度以降継続

適正な賞味期限の設定 目標：6件　　結果　17件

ロットアウトによる不適合品廃棄の削減

498.1

品質由来不適合品の削減 目標：20件未満　結果　13件

変形一斗缶をプレスして有価売却 結果：差益497,011円

                   5, 2022年度実績                                       

目標：生産量対比0.44％・総量50％削減　結果生産量対比0.4％・
総量の50％削減は未達

製品規格外での不適合品の発生削減 目標；昨年比50％・5件以下　結果昨年比50％以下未達・6件

資材の有効活用し、廃棄物を５％削減し
ます

目標：パウチ5.49ｇ/ｋｇ・ピロ23.97ｇ/ｋｇ
結果パウチ3.16ｇ/ｋｇ・ピロ12.56ｇ/ｋｇ

  　　　　５、2022年度活動計画と評価

活動目標 活動結果

原材料由来の不適合品を抑え、不適合
発生件数を削減する

目標：不適合　4件以下　　結果：3件



　　　　　　　 　6．2022年度　結果と評価及び次年度の取組み

実績値 評価 必要性 結果と次年度の取組み

結
果

目標：420ｋｇ-co2/t:総排出量:2,711,855kg-co2：総生産量7,365ｔ

取
組

生産量の変化に対応できるようタイムリーな注意喚起を実施する

結
果

目標：81.0ℓ/ｔ　総使用量546,874ℓ

取
組

エネルギー使用システムの改善効果を引き続き発揮できるよう努める

結
果

目標：413.5ｋｗｈ/ｔ　　総使用量2,720,856ｋｈｗ

取
組

夏季の空調機の使用状況を注視して参りたい。

結
果

目標：13.39ｔ/ｔ　　総使用量103,932ｔ

取
組

井水の使用状況の確認・検討が必要

結
果

目標：34.20ｋｇ/ｔ　　総排出量：107,582ｋｇ

取
組

有価物としての取り組みを継続

評
価

目標：7.99ｔ/ｔ　総使用量：61,783ｔ

取
組

個々の作業内容を確認、無駄の確認を行う

評
価

目標：82.0ｋｇ/ｔ　　総排出量520,910ｋｇ　処分費4,686千円

取
組

不適合品の削減・落下残渣の削減　業者の絞り込み

○ 有
取
組

・管理、遵守

○ 有
取
組

・毎月、工場敷地内　周辺の全体清掃の実施

　　７,　令和4年度（2022年度）取組状況の確認及び評価　(事務局）

水資源（井水・県水）の増加が著しく、連動して排水も増加している、生産量の増加が主たる原因と考えているが、

増加分がそのまま加算された結果となり、効率の良い水資源の管理はできなかった。

CO2総排出量は、生産量の増加に伴い増加しているが、原単位CO２排出量は減少傾向を維持している

有

有

有

有

有

有

有

8.39t/t

70.7ｋｇ/ｔ

○

○

○

×

○

×

○

コンプライアンスの遵守

 ５Ｓ活動による全体清掃

  　＊総CO２排出量：2,755,909ｋｇ-CO2
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 ＣＯ2排出量
削減

 重油削減

 電力削減

 水使用の削減

 産業廃棄物の
   削減

下水使用量の
削減

植物性残渣の
削減

368.2
ｋｇ-co2/t

　74.3ℓ/ｔ

369.4kwh/t

14.1t/t

14.6kg/t

長野工場



　　　　　　　 　6．2022年度　結果と評価及び次年度の取組み

実績値 評価 必要性 結果と次年度の取組み

結
果

目標：547.1ｋｇ-co2/t:総排出量:340,306kg-co2：総生産量767ｔ

取
組

生産性向上による電気・重油使用量の削減

結
果

目標：86.4ℓ/ｔ　総使用量50,950ℓ

取
組

生産性向上による電気・重油使用量の削減

結
果

目標：704.6ｋｗｈ/ｔ　　総使用量　522,364ｋｈｗ

取
組

生産性向上による電気・重油使用量の削減

結
果

目標：4.22ｔ/ｔ　　総使用量　2,613ｔ

取
組

配管修理　他

結
果

目標：　23.35ｋｇ/ｔ　　総排出量：　6,440ｋｇ

取
組

ライン発生する廃棄物の有価化及び工程見直し

評
価

目標：3.06ｔ/ｔ　総使用量：2,750ｔ

取
組

節水による排水量の削減

評
価

目標：18.8ｋｇ/ｔ　　総排出量　13,170ｋｇ

取
組

ライン発生する廃棄物の有価化及び工程見直し

○ 有
取
組

・管理、遵守

○ 有
取
組

・毎月、工場敷地内　周辺の全体清掃の実施

　　７,　令和4年度（2022年度）取組状況の確認及び評価　(鹿島工場責任者）

製造工程の変更により、重油使用量の低減が図れたが、他方で夏季電力費の増加を防ぐことが出来なかった。

夏季の暑さ対策を全体で検討して参りたい。生産量の増加により排水の増加が見られる、工程変更に伴う

増加であるが、再度詳細を確認し、削減に努めたい。

有

有

有

有

有

有

有

3.59t/t

17.2ｋｇ/ｔ

○

○

○

○

○

×

○

コンプライアンスの遵守

 ５Ｓ活動による全体清掃

  　＊総CO２排出量：355,607ｋｇ-CO2
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 ＣＯ2排出量
削減

 重油削減

 電力削減

 市水使用の
削減

 産業廃棄物の
   削減

排水の削減

植物性残渣の
削減

443.7
ｋｇ-co2/t

66.4ℓ/ｔ

681kwh/t

3.4t/t

8.4kg/t

鹿島工場



　水質汚濁防止法 総合放流枡 ○

重油受入れ作業

廃棄物置き場

委託契約書

処理委託先

　毒物及び劇物
　取締法

薬品保管場所 ○

　ＰＲＴＲ法 Ａ重油 ○

容器リサイクル法 容器及び瓶等 ○

フロン排出抑制法
　冷凍・冷蔵庫
　空調設備

○

県水受水槽 清掃記録(各プラント） ○

* 記載の一覧表により、自社で環境関連法規等の順守確認を行った結果、過去3年間違反は有りませんでした。

また、行政機関、近隣からの指摘、苦情、訴訟等は有りません。 （2023年３月３１日）
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○

○

○

○

法の要求事項
備考

（証拠資料等）

 特定施設の設置
 （構造変更）の届出

   特定施設構造変更届受理書
（保全課）

　定期点検の周期、漏れの点検方法
 及び点検の範囲

 第１第３ボイラー地下タンクの３年に1
回の検査    重油漏洩の防止（保全課）

マニフェストの交付
処分状況の把握

産業廃棄物管理票に関する報告書を
作成し、都道府県知事等に提出

マニフェスト台帳（保全課）
産業廃棄物管理票交付等状況報告書

 悪臭の発生

 水質検査及び施設検査　清掃記録
 ５年間保存

 水質検査計量証明書（保全課）

 確認の申請

廃棄物の処理び
清掃に関する法律

食品リサイクル法

　悪臭防止法

　水道法

 工場該当事項
    （施設）

排水処理施設

重油地下タンク
地下タンク・配管

産業廃棄物管理票

廃シラップタンク
及びコンテナ

排水処理施設
（堆肥舎他）

井水受水槽

　発生量及び再生量の把握 マニフェスト台帳廃棄物の削減

 貯水槽水道設置届（各プラント）

 簡易専用水道の定期検査　清掃

 毎年度、主務大臣に報告  報告書提出（保全課）

 地域指定　第2地域

 規制基準　臭気指数　12～18

 3か月に1回の簡易点検他 フロン排出チェックリスト（保全課）

 毒物又は劇物の取扱い
   薬品入出庫台帳　ＳＤＳの入手
（保全課）

 大気への排出量の届出
メチルナフタレンの大気への放出

(PRTR)

 再商品化の促進  再商品化委託契約書(管理課）

 産業廃棄物保管基準  廃棄物保管掲示板（作業場）

　許可業者への委託
　契約書を契約終了から5年保存

　産業廃棄物業者委託契約書（保全課）
　産業廃棄物許可証一覧表

　処理委託先の確認 　県条例（委託先訪問リスト）

8. 関連法令等の順守状況

 上乗せ排水基準
 BOD（COD）30ppm

 水質検査計量証明書（保全課）

 貯油施設  消防法許可書（管理部）

　下水道法

　消防法

評価

○

○

 破損その他の事故時の対応  重油の漏洩

　防火管理者
　危険物保安監督者の選任

　資格者リスト（管理課）

長野工場



県公害防止条例 総合放流枡 ○

　水質汚濁防止法 総合放流枡 ○

重油受入れ作業

廃棄物置き場

委託契約書

処理委託先

　毒物及び劇物
　取締法

薬品保管場所 ○

　ＰＲＴＲ法 Ａ重油 ○

容器リサイクル法 容器及び瓶等 ○

フロン排出抑制法
　冷凍・冷蔵庫
　空調設備

○

県水受水槽 清掃記録 ○

* 記載の一覧表により、自社で環境関連法規等の順守確認を行った結果、過去3年間違反は有りませんでした。

また、行政機関、近隣からの指摘、苦情、訴訟等は有りません。 （2023年３月３１日）
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○

 悪臭の発生

廃棄物の処理び
清掃に関する法律

食品リサイクル法

　悪臭防止法

　水道法
井水受水槽

 水質検査及び施設検査　清掃記録
 ５年間保存

 水質検査計量証明書（保全課）

 確認の申請  貯水槽水道設置届

 簡易専用水道の定期検査　清掃

  毎年度、主務大臣に報告  報告書提出

マニフェストの交付
処分状況の把握

産業廃棄物管理票に関する報告書を
作成し、都道府県知事等に提出

マニフェスト台帳
産業廃棄物管理票交付等状況報告書

産業廃棄物管理票

廃シラップタンク
及びコンテナ

排水処理施設
（堆肥舎他）

○

○

○

　許可業者への委託
　契約書を契約終了から5年保存

　産業廃棄物業者委託契約書
　産業廃棄物許可証一覧表

　処理委託先の確認 　県条例（委託先訪問リスト）

 地域指定　第2地域

 規制基準　臭気指数　12～18

 毒物又は劇物の取扱い  薬品入出庫台帳　ＳＤＳの入手

 3か月に1回の簡易点検他 フロン排出チェックリスト

 大気への排出量の届出
メチルナフタレンの大気への放出

(PRTR)

 再商品化の促進  再商品化委託契約書(管理課）

　発生量及び再生量の把握 マニフェスト台帳廃棄物の削減

 重油の漏洩

　防火管理者
　危険物保安監督者の選任

　資格者リスト（管理課）

 産業廃棄物保管基準  廃棄物保管掲示板（作業場）

　定期点検の周期、漏れの点検方法
 及び点検の範囲

　ボイラー地下タンクの年に1回の検査
重油漏洩の防止

8. 関連法令等の順守状況

 排水基準
 BOD（COD）160ppm

 水質検査計量証明書

 貯油施設  消防法許可書（管理部）

　消防法

評価

○

法の要求事項
備考

（証拠資料等）

 上乗せ排水基準
 BOD（COD）25ppm

 水質検査計量証明書

 工場該当事項
    （施設）

重油地下タンク
地下タンク・配管

 破損その他の事故時の対応

鹿島工場



良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

有 無

　7　実施体制の見直し 必要ないと考えます。 有 無

　8　総括
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概ね各部署の活動は良好に推移し、環境目標達成のための努力がうかがえる。

今後も掲げた目標を達成できるよう努力願いたい。

エネルギー関連の管理は目標に従い達成されているが、

　水資源の管理に関し、検討されたい。

　5　環境目標の達成度　

　法令を遵守し、適切に処分されました。

　6　環境方針見直しの有無　 　必要ないと考えます。　

　9、代表者による評価と見直し

　1　内部外部の審査　 　必要十分な監査が実施されました。　

 2　法令順守評価　 　環境法令の順守　評価を行い問題ありませんでした　

3　外部コミュニケーション　　近隣他苦情等は有りませんでした　

　4　廃棄物削減



環境目標達成度確認表
2022年度 デイリーフーズ・長野工場・環境保全課

環境目標 単位
令和4年
度目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
合計/生産

量当り

t 生産量 670 609 734 662 542.0 575 572 589 551 567 597 697 7,365.0

総CO２排出量 216,610.4 205,099.9 244,789.7 242,018.0 225,817.1 214,996.0 211,433.5 216,277.3 227,809.5 240,997.0 228,298.9 237,707.4 2,711,854.6

ＣＯ2排出量の削減 ｋｇ-ｃｏ2/ｔ 420
生産量当りCO２

排出量
323.3 336.8 333.5 365.6 416.6 373.9 369.6 367.2 413.4 425.0 382.4 341.0 368.2

総重油使用量 45,375 41,638 49,393 44,985 40,054 41,238 43,324 46,238 46,864 48,758 46,765 52,243 546,874.4

重油の削減 ℓ/ｔ 81.0
生産量当り重油

使用量
67.7 68.4 67.3 68.0 73.9 71.7 75.7 78.5 85.1 86.0 78.3 75.0 74.3

総電気使用量 207,178 204,123 245,433 265,727 259,451 228,407 208,021 201,268 223,029 240,841 224,703 212,675 2,720,856.0

電力の削減 kwh/t 413.5
生産量当り電気

使用量
309.2 335.2 334.4 401.4 478.7 397.2 363.7 341.7 404.8 424.8 376.4 305.1 369.4

総水使用量 8,783 8,155 9,602 8,851 8,191 7,774 8,257 8,166 8,391 9,787 8,053 9,923 103,932.0

水使用の削減 ｔ/ｔ 13.39
生産量当り水使

用量
13.1 13.4 13.1 13.4 15.1 13.5 14.4 13.9 15.2 17.3 13.5 14.2 14.1

ガラス・蛍光灯・鉄く
ず・廃プラ・可燃ご

み
総産業廃棄物量 6,919 6,541 16,312 7,663 10,181 7,619 7,002 13,087 9,134 6,589 7,830 8,705 107,582.0

産業廃棄物の削減 ｋｇ/t 34.20
生産量当り産業

廃棄物量
10.3 10.7 22.2 11.6 18.8 13.3 12.2 22.2 16.6 11.6 13.1 12.5 14.6

総動植物性残渣
量

62,570 33,310 55,870 47,780 37,990 46,490 41,980 40,710 42,590 38,800 29,790 43,030 520,910.0

動植物性残渣の削減 ｋｇ/ｔ 82.0
生産量当り動植

物性残渣量
93.4 54.7 76.1 72.2 70.1 80.9 73.4 69.1 77.3 68.4 49.9 61.7 70.7

再生利用等実施率 ％ 95.0 再生利用等実施率 95.37% 95.80% 95.70% 95.19% 95.13% 95.16% 95.24% 95.33% 95.42% 95.23% 95.30% 95.24% 95.34%

7.55 総下水使用量 5,343 4,893 5,749 5,089 4,637 4,884 4,993 5,146 4,565 5,273 5,182 6,029 61,783.0

下水道使用量の削減 ｔ/t 7.99
生産量当り下水

使用量
7.97 8.03 7.83 7.69 8.56 8.49 8.73 8.74 8.28 9.30 8.68 8.65 8.39

遵守 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし

全体清掃 定期的な実施 4月26日 5月25日 6月29日
各部署
対応

各部署
対応

9月14日 10月12日 12月1日
各部署
対応

各部署
対応

各部署
対応

各部署
対応

コンプライアンスの順守



環境目標達成度確認表
２０２２年生産量（ｔ） 2022年 (修正済） デイリーフーズ・鹿島工場

環境目標 単位
令和4
年度目

標
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

合計/生産
量当り

t 生産量 66 62 77 57 57 44 55 89 87 37 60 76 767.0

総CO２排出量
26,265.0 23,481.0 28,680.0 25,463.0 28,648.0

26,071.0 27,791.0 30,058.0 32,751.0 25,596.0 32,751.0 32,751.0 340,306.0

ＣＯ2排出量の削減 ｋｇ-ｃｏ2/ｔ 547.1 生産量当りCO２
排出量

398.0 378.7 372.5 446.7 502.6 592.5 505.3 337.7 376.4 691.8 545.9 430.9 443.7

総重油使用量 4,060.0 3,500.0 4,240 3,510 3,670 3,370 4,880 5,350 5,700 3,870 4,060 4,740 50,950.0

重油の削減 ℓ/ｔ 86.4 生産量当り重油
使用量

61.5 56.5 55.1 61.6 64.4 76.6 88.7 60.1 65.5 104.6 67.7 62.4 66.4

総電気使用量 42,281.0 38,774.0 44,188.0 50,548.0 51810.0 46923 40354 43106 47938 39972 39751 36719 522,364.0

電力の削減 kwh/t 704.6 生産量当り電気
使用量

640.6 625.4 573.9 886.8 908.9 1,066.4 733.7 484.3 551.0 1,080.3 662.5 483.1 681.0

総水使用量 195.0 185.0 180.0 168.0 161 174 160 233 254 172 480 251 2,613.0

市水使用の削減 ｔ/ｔ 4.42 生産量当り水使
用量

3.0 3.0 2.3 2.9 2.8 4.0 2.9 2.6 2.9 4.6 8.0 3.3 3.4

総産業廃棄物量 212.6 155.5 282.5 226.5 187.4 485.6 0 810 0 760 3320 0 6,440.1

産業廃棄物の削減 ｋｇ/t 23.35 生産量当り産業
廃棄物量

3.2 2.5 3.7 4.0 3.3 11.0 0.0 9.1 0.0 20.5 55.3 0.0 8.4

総動植物性残渣
量

2,670.0 3,000.0 0.0 4,180.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3,320.0 0.0 13,170.0

動植物性残渣の削減 ｋｇ/ｔ 18.8 生産量当り動植
物性残渣量

40.5 48.4 55.3 17.2

再生利用等実施率 ％ 95.0% 再生利用等実施率 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

7.55 総下水使用量 209.0 200.0 215.0 221.0 194 182 193 276 277 252 230 301 2,750.0

排水量の削減 ｔ/t 3.06 生産量当り下水
使用量

3.17 3.23 2.79 3.88 3.40 4.14 3.51 3.10 3.18 6.81 3.83 3.96 3.59

遵守 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし

全体清掃 定期的な実施 4/20 5/1 6/15 7/1 8/11 9/6 10/14 11/14 12/19 1/20 2/21 3/23

コンプライアンスの順守



y = 36.976x + 25463（～2021年度）

y = 32.739x + 25479（2022年度）
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y = 164.27x + 119636（～2021年度）

y = 13.547x + 218424（2022年度）
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y = 4.512x + 1816.3（～2021年度）

y = 5.6371x + 1688.8（2022年度）
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y = -0.4522x + 657.49（～2021年度）

y = -0.4347x + 637.52（2022年度）
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2022年度　長野工場　 総CO2排出量 2,755,909ｋｇ-CO2

生産量当りCO２排出量

鹿島工場 総CO2排出量

生産量当りCO２排出量

368.2 ｋｇ-CO2/t （前年95.1％）

355,607ｋｇ-CO2

443.7 ｋｇ-CO2/t （前年100％）

全体 総CO2排出量 3,111,516 ｋｇ-CO2
（全体生産量）

8,132 ｔ 生産量当りCO２排出量 375.3 ｋｇ-CO2/t 
（前年94.8％）

y = 92.692x + 5800.6（生産量）

y = -62.946x + 4571.2（原単位×10）

y = -1595x + 3E+06（総CO2排出量）
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2011～2022生産量・総CO2排出量・原単位推移

生産量 原単位co2×10 総co2排出量

長野工場

総生産量が10％伸び、総CO2排出量が4.5％の増加、原単位CO2×10の値が5.5％減

少

生産量・生産アイテムの変動により総CO2排出量の変動は激しいが、

原単位CO2に関しては減少傾向を維持している。

2019年度に出した365ｋｇ-co2/tの値を目指したい
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